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Abstract： Field　and　laboratory　experiments　were　conducted to　study　the　infestation　of　the　sweet

potato　weevil，Cylas formicarius and the West Indian sweet potato　weevil，Euscepes postfasciatus on

several　suspected　host　plants　in　Okinawa，Japan．　Both　weevils　infested flve　species　of　the　plants

beIonging　to　family　Convolvulaceae．　On　the　other　hand，the　weevils　did not　reproduce，nor　feed

on Manihot esculenta，Thunbergia grandiflora，Piper retrofracyum and Bidens pilosa f. decumbens,
Dioscorea japonica，D. batatas, D. alata. However，the　feeding　behavior　on　the　roots　of　carrot，

 Daucus　carota var.sativa was　observed　in　the　laboratory，the　infestation　was　not　confirmed　in　the

field　experiments。
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目

　アリモドキゾウムシのCylas formicarius及びイモゾ

ウムシEuscepes postfasciatusは，サッマイモの重要

害虫であり，Ipomoea 属を中心に30種以上のヒルガオ

科植物を加害することが知られている（SUTHERLAND，

1986；CHALFANT et. al., 1990；AUSTIN，1991）。

　ヒルガオ科以外ではアリモドキゾウムシがコショウ

科のコショウやトウダイグサ科のキャッサバなどを加

害した例や繁殖した事例が報告されている（EDWARDS，

1930；JAYARAMAIAH，1975；RANJITH，1985）。また，セ

リ科のニンジンはアリモドキゾウムシ幼虫及び成虫の

代替餌になることが報告されている（JAYARA-
MAIAH，1975；MURUVANDA et al.，1986）。

　これら，文献上加害，繁殖，摂食等の報告がある植

物について，アリモドキゾウムシ，イモゾウムシの寄

主植物範囲を検討するため，室内及び野外で実際に両

種の成虫をそれぞれ植物上に放飼して，摂食の有無，

繁殖できるかどうかを調査した。

　なお，本文に先立ち試験方法等についてご指導頂い

た横浜植物防疫所調査研究部害虫担当の各位に感謝申

し上げる。

材料及び方法

1．調査植物

本試験で調査した植物は10科17種（第1表）で植物

の分類は塚本他（1994〉に従った。

　1）コショウ科

RANJITH（1985）はインド南部のケーララでアリモ

ドキゾウムシがコショウPiper nigrumを加害し繁殖

することを報告した。コショウの入手が困難であった

ので，沖縄で香辛料として栽培されている同属のヒハ

ツP．retrofractumを調査に用いた。

　2）アオイ科
　1990年，1993年に輸入されたオクラ生果実でアリモ

ドキゾウムシ成虫が発見される事例（東田中，1994）が

あったことから，宮崎ら（1998）はオクラヘの加害性
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を室内試験で検討した結果，加害の可能性は低いこと

を報告した。本試験では，オクラを栽培し，加害の可

能性を野外で調査した。

3）アブラナ科

 MURUVANDA et al.（1986）はダイコンの根が成虫の

代替餌になることを報告していることから，室内で加

害性についての調査を行なった。

　4）トウダイグサ科

　EDWORDS（1930）はジャマイカでサツマイモの栽培

後に植えられた甘味種のキャッサバMamihot esculen-

tusがアリモドキゾウムシの加害を受けることを報告

している。また，JAYARAMAIAH（1975）は室内試験で

成虫の摂食，産卵を報告していることから，室内及び

野外で調査を行った。

　5）セリ科

　ニンジンは室内試験でアリモドキゾウムシが摂食，

繁殖した報告がある（JAYARAMAIAH，1975；MURUVANDA

et al.，1986）。このことから，本試験では室内及び野

外で調査を行い，野外試験では主根の一部が土中より

露出した栽培状態で調査した。

　6）ナス科

　文献上，寄主としての報告はないが，沖縄県で栽培

されており，これまで調査報告の無かったナス科の

ジャガイモについても室内で調査を行った。

　7）ヒルガオ科

　寄主植物として記録のあるヨウサイ，ソライロアサ

ガオ，アサガオとアリモドキゾウムシの代替寄主とし

て報告があるルコウソウ（COCKERHAM，1943；SUTHER-

LAND，1986）及び同属のハゴロモルコウの5種につい

て野外で調査を行った。

　8）キツネノマゴ科

　インドでヤハズカズラ属の一種Thunbergia sp．で

アリモドキゾウムシが野外で繁殖した報告があること

から，本試験では沖縄で観賞用として広く栽培され，

一部野生化しているベンガルヤハズカズラについて，

室内及び野外で調査した。

　9）キク科

　センダングサ属の、Bidens　leucantha はアリモドキ

ゾウムシの寄主植物として報告されている（高

良，1955）ことから，同属のハイアワユキセンダング

サについて野外で調査を行った。

　10）ヤマノイモ科

　同様に寄主植物として報告されているヤマノイモ

Dioscorea japonica と同属の D. batatas，D. alata に

ついて室内で調査した。

　野外試験用の植物は農薬を使用せず栽培し，ベンガ

ルヤハズカズラ及びハイアワユキセンダングサについ

ては，野生のものを用いた。また，室内試験では，キャ

ッサバ及びベンガルヤハズカズラを除き食品として市

販されているものを使用した。

2．供試虫
　供試虫には，サツマイモ生塊根で累代飼育した沖縄

本島産アリモドキゾウムシ及びイモゾウムシを用いた。

27．0±1．0℃，14L10Dの条件下で，サツマイモから脱

出後7～40日の成虫を供試した。

3．試験方法

1）野外試験

　野外試験では，栽培又は野生植物にゾウムシ成虫を

放した後，幼虫又は蜻が寄生するか調べた。試験は全

長20～50cm，直径3cm，0．3mmメッシュのファス

ナー付きナイロン製網袋を植物の茎に取付け，その中

に成虫を5日間放置した。なお，ニンジンについては

1鉢に10本栽培し，鉢上部にナイロン製網袋を被せて

試験した。供試頭数は，1茎につき雌雄各5頭の計10頭，

ニンジンは1鉢につき雌雄各20頭の計40頭を用いた。

イモゾウムシの雌雄の識別は，馬場・米田（2000）の

方法により行った。

　試験開始から5日後に成虫を回収し，30日後に供試

部位を切り取り，成虫による外皮の食痕，茎内の幼虫，

踊の有無を調べた。試験は，1997～99年の6月から11

月に，沖縄県浦添市，宜野湾市及び具志川市で実施し

た。

2）室内試験

　室内試験は27．0±1．0℃，14L1ODの条件下で，30cm

×26cm×11cm又は39cm×32cm×14cmの網蓋付き

ポリプロピレン製容器に調査植物とゾウムシ成虫雌雄

各20頭計40頭を入れ，5日間放飼して繁殖するか調べた。

　調査植物には，塊根等地下部は1容器につき3本（ダ

イコンは1本），茎は5本ずつ用いた。茎の場合は40cm

の長さに切断し，アルミホイルで被覆した給水用スポ

ンジに挿した。塊根等地下部は，付着した土壌を洗い

落とし直接容器内に置いたが，ヤマノイモについては

25cmの長さに切断したものを用いた。

　試験開始から5日後に成虫を取り出し，30日後に植

物を分解し，成虫による食痕及び幼虫，蜻の有無を調

べた。
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Table 1. Host range of Cylas formicarius and Euscepes postfasciatus 
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結果及び考察

　調査の結果は第1表に示したとおりで，加害の状

況により1）成虫食痕および幼虫寄生を確認したもの

2）成虫食痕は確認したが寄生は無かったもの，3）成

虫食痕も寄生も無かったものに区分された。

1．成虫食痕および幼虫寄生を確認したもの

　ヒルガオ科植物では，供試した3属5種のいずれに

おいても両ゾウムシ成虫による食痕，幼虫の寄生が認

められた。同科Pharbitis属のアサガオは，鉢植えで

栽培した地際部の茎を対象に寄生性を調査したが，直

径2．8mmの細い緑色の茎にもイモゾウムシ幼虫が寄

生した。同じくIpomoea属のソライロアサガオ（ヘ

ブンリーブルー）においても鉢植えの状態で両ゾウム

シ幼虫の発育が可能であった。

　ルコウソウ及びハゴロモルコウを含むQuamoclit

属植物は，分類上Ipomoea属に含める見解もあるが

（AUSTIN，1979，1980），別属として取り扱われること

が多い（立花・吉村，1970；塚本他，1994）。ルコウソ

ウはアリモドキゾウムシの代替寄主としての報告があ

り，本試験においても鉢植えのルコウソウ及びハゴロ

モルコウの地際部に両ゾウムシの寄生が確認された。

特に，ハゴロモルコウは供試した5本の茎全てにイモ

ゾウムシ幼虫が認められ，直径3．7mm長さ100mm

の茎内に13頭の幼虫が寄生した例もあった。これら2

種の植物から成虫の羽化も確認された。今後は両ゾウ

ムシの発生地域の野外で実際に加害を受けているかど

うかを調査する必要がある。

2．成虫食痕は確認したが寄生の無かったもの

　室内での摂食，繁殖の報告があるセリ科のニンジン

は本調査でも室内試験で両ゾウムシ成虫の摂食が観察

されたが，幼虫の寄生は認められなかった。また，野

外試験において，主根の一部が土中より露出した栽培

状態のニンジンで調査を行ったが，成虫による食痕は

観察されず，幼虫の寄生も見られなかった。ニンジン

は野外での加害報告はなく，通常両ゾウムシの寄主に

はならないものと考えられた。

3．成虫食痕も寄生も無かったもの

　コショウ科のコショウと同属のヒハツ，アオイ科の

オクラ，キク科のハイアワユキセンダングサの茎を対

象に行った野外試験の結果，両ゾウムシとも食痕は見

られず，繁殖も認められなかった。これらについては，

両ゾウムシの寄主植物とはならないものと考えられた。

トウダイグサ科のキャッサバ，キツネノマゴ科のベン

ガルヤハズカズラについて野外試験，室内試験を実施

した結果，両ゾウムシの寄生は認められず，成虫によ

る食痕も観察されなかった。

　アブラナ科のダイコン，ナス科のジャガイモ，ヤマ

ノイモ科Dioscorea属のヤマノイモ，ナガイモ，ヤマ

トイモ，ダイジョの地下茎についての室内試験結果，

アリモドキゾウムシ，イモゾウムシとも食痕は見られ

ず，幼虫の寄生も認められなかった。
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